
北海道農政事務所　

総合化事業計画

申請者 共同申請者 促進事業者

1

「自社ブランド」ホ
エー放牧豚を使った新
商品の開発及び販売拡
大

有限会社ひだか
ポーク

― ― 北海道
日高郡

新ひだか町

2

エコフィードの給餌に
よる特殊鶏卵を活用し
たスイーツの開発・販
売事業

株式会社さくら
ファーム

―
有限会社コッ
コ・コーポレー
ション

北海道 千歳市

3

自社で生産された小麦
の加工品（パン、パス
タ、菓子、ピザ）の開
発及び販売事業

アオキアグリシス
テム有限会社

― ― 北海道
虻田郡
倶知安町

4

自社生産原料乳を活用
した菓子類の開発及び
自社短角牛の商品化事
業

有限会社伊藤畜産 ― ― 北海道 根室市

5

自家生産の小麦・カボ
チャ・人参を活用した
高付加価値商品の開
発・販売事業

内海　将仁 ― ― 北海道 北見市

自家生産の小麦、カボチャ、人参を活用し、新たにうどんなど
の開発・生産を行う。具体的には、手打ち風うどん、カボチャ
プリン、人参ジュースの開発・生産を行うとともに、消費者と
の交流を軸に直売も含めた販路拡大にも取り組む。
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№

石臼で製粉した自社の小麦粉を活用し、パン・パスタなどの新
商品開発を行う。具体的には、パン、パスタ、シフォンケー
キ、ピザなどを新たに開発・生産し、自社経営のそば屋や
ファームレストラン、インターネットを通じて販売・提供する
など、販路の開拓にも取り組む。

自社生乳と自社短角牛を活用し、商品開発・販売を行う。具体
的には、地域のニーズに応え、自社生乳から牛乳、ソフトク
リームミックス、ミルククッキー、自社短角牛からカット生
肉、ステーキ料理を開発し、自社店舗などを通じて販売してい
く。

六次産業化法に基づく認定事業計画一覧（平成２３年度第２回）

事業名

自社ブランドである「ホエー放牧豚」とさらに肉質と旨味の向
上を図った「ホエー放牧熟成豚」を活用し、新商品の開発・生
産を行う。具体的には、精肉、バラロースト、焼豚（チャー
シュー）、ソーセージパテ、ロースハムの開発・加工を行うと
ともに、直売店やインターネットでの販売など販路拡大にも取
り組むことにより所得向上を図る。

自社ブランド鶏卵を活用し、新たにスイーツの商品化を行う。
具体的には、地域で生産されるケールの搾りかすを活用したエ
コフィードの給餌による自社鶏卵を使用し、自社ブランドス
イーツの第一弾として「卵形バウムクーヘン」を開発・生産を
行うことにより、所得向上と地域の活性化を目指す。

事業の概要
事業者

都道府県 市町村
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事業名 事業の概要
事業者

都道府県 市町村

6
馬鈴薯・レタス・大根
の剥き野菜・カット野
菜加工及び販売事業

株式会社吉田農園 ― 株式会社桐越 北海道
網走郡
大空町

7
規格外の活用による剥
き馬鈴薯及び長いも餅
の開発事業

株式会社大地のＭ
ＥＧＵＭＩ

― ― 北海道
網走郡
大空町

8
育成・肥育一貫による
自社ブランド和牛の確
立と生産・販売事業

中野　克巳 ―
株式会社田村精
肉店

北海道 北見市

9

バラ栽培とオイル抽
出・エディブル（食用
バラの花弁）の加工・
販売事業

株式会社ローズ
ファームきたみ

―
特定非営利活動
法人北福人

北海道 北見市

10

加工向けの南瓜や人
参、馬鈴薯等を活用し
た野菜加工及び販売事
業

株式会社恵み野
ファーム

― ― 北海道
上川郡
和寒町

寒暖の差が大きいオホーツク地域の気候に適した自社無農薬栽
培のバラを活用し、新たな商品開発・販売を行う。
具体的には、地域の大学など関係機関とも連携しつつ、希少性
のある「ローズオイル」、「ローズウォーター」、「エディブ
ル（食用バラの花弁）」を開発・生産し、香料会社、理美容関
係企業等への販路開拓を目指す。

自社構成員や地域の農業者が生産する規格外も含めた南瓜・人
参・馬鈴薯・スイートコーンを活用し、加工野菜の生産・販売
を行う。
具体的には、「カット野菜」、「野菜ペースト」、「ボイル
パック」などの一次加工による付加価値を加味した販売を行う
ことにより、自社及び地域農業者の所得の向上ひいては地域の
活性化を目指す。

自社構成員が生産した馬鈴薯・レタス・大根を活用し、剥き野
菜・カット野菜の加工・販売を行う。具体的には「剥き馬鈴
薯」、「カットレタス」、「剥きカット大根」といった一次加
工の付加価値を付け販売していくことにより、構成員の所得向
上及び自社の多角化・高度化を図る。

自社構成員が生産した馬鈴薯・長芋の規格外を有効活用した加
工・販売、規格外長芋の直接販売を行う。
具体的には、「剥き馬鈴薯」や「長いも餅」の開発・生産を行
うとともに、規格外長芋をアウトレットブランドとして直接販
売することにより所得の向上を図る。

和牛（素牛）の市場出荷から、新たに開始する一貫飼養による
「自社ブランド和牛」を新たな方式により販売していく。具体
的には、地元焼肉店との契約取引を開始し、市場価格の影響を
受けにくい安定的な販売ルートを構築することにより経営改善
を図る。
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